
本学におけるルーブリック評価の

有効活用の提言

～ GPAからルーブリックへ ～

Recommendations for Effective Use of 
Rubric Assessment at the University

～ From GPA to Rubrics ～



2

研究の概要

GPA評価

・順序尺度である成績を平均して算出

・評価基準として数学的に不適切

ルーブリック評価を用いた信頼できる成績評価
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GPAとは、授業科目ごとに5段階で評価し、評価の高い順から
4、3、2、1、0と評価し，合計値を求め単位当たりの平均を算出

GPA（Grade Point Average）とは
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各科目(𝑮𝑷 ×単位数)の合計

履修登録をした科目の総単位数
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順序尺度は，大小関係にのみ意味がある尺度であり，数
字の大きさに意味はない．平均値は定義できない
（例）治療効果 悪化・不変・改善・著効 -1・0・1・2と数値化

順序尺度の平均値はナンセンス
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• 教員が学生を評価する方法は教員の裁量であり，
「秀・優・良・可・不可」は順序尺度

• 順序尺度の平均をとることは数学では許されない

• GPAの成績評価は信頼できるものとはいえない

GPA評価の信頼性
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勤務先大学でのGPA評価の活用方法

• ２年進学時の学科配属

• ３年後期での研究室配属

• 履修生の人数制限のある授業の履修

• 特待生枠への応募

• 優良企業への学校推薦

• 大学院への入学
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解決すべき課題

GPAの代替手段として，客観的に正しいと
合意できる成績評価の方法の確立

• 優良企業への学校推薦などは，学生の
生涯年収に重大な影響を及ぼす

• 数学的にナンセンスなGPAが「0.1上回っ
ている」ことで重大事を判定している
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ルーブリックを活用した評価手段の確立
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ルーブリック（Rubric）とは

学習の達成度を表を用いて測定する評価方法
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授業ごとの課題

教員がその授業で学生に期待する行動 レポート・
論文・プレゼンなど特定の形式が求められる

ルーブリックの課題（シラバスに記載）

（例）
学生は本授業を通して、データベースマネジメントシステムの
概要を理解し、初級プログラミングの実装方法を習得する
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評価尺度 ルーブリック表の最上段に明記

ルーブリックの評価尺度

評価尺度は与えられた課題がどれだけ達成され
たかを表す 「秀」「優｣「良」「可」など
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評価観点 ルーブリック表の左縦列に明記

ルーブリックの評価観点

課題をどのような要素に分解され，どの要素が最
も重要なのか，どの程度の比重かを明記
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大学HPに公開される３つのポリシー

平成29年度文科省から大学に

３つのポリシーを一貫性あるも
のとして策定して公表すること
を義務付けられた
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本学のディプロマポリシー
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ルーブリックの評価基準

ルーブリックの評価基準
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ルーブリック評価の提示と周知

・一年生ガイダンス

・フレッシュマンセミナー

・授業シラバスにおけるルーブリックの表示
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卒業論文提出時のルーブリック評価
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授業ごとの学生評価
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ルーブリックの訂正

・各授業毎の教員による見直し

・大学としてDPの見直し

・ルーブリック表の見直し
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成績評価は「優」の数で評価

これまでやはりGPAの平均値でDPを評価していた．GPAは順序
尺度であり，平均値に意味はない
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考察

・大学では平成１０年からルーブリックが部分的に採用されてい
るが、学生はルーブリックをほとんど意識していない

・大学の成績はGPAを用いられてきたが 、GPAは順序尺度であ
り、その平均値をとることに数学的には意味がないので、ルーブ
リックを用いて成績順とすることが望ましい

・この方法を使えば順調尺度の平均値を取るようなこともせず、
実際に誰もが納得する方法で成績を評価することができる
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